
一
．
は
じ
め
に

　

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
、

Ｂ
Ｃ
一
世
紀
か
ら
Ａ
Ｄ
三
世
紀
に
栄
え
た

隊
商
都
市
シ
リ
ア
・
パ
ル
ミ
ラ
の
墳
墓
の

調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇

〇
九
年
に
始
ま
っ
た
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の

影
響
に
よ
り
二
〇
一
一
年
に
は
シ
リ
ア
国

内
で
も
紛
争
が
勃
発
し
、
パ
ル
ミ
ラ
の
調

査
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
パ
ル
ミ
ラ
碑
文
に
バ
ハ
レ
ー
ン

（
テ
ィ
ロ
ス
）
で
の
パ
ル
ミ
ラ
人
の
活
躍
が

記
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、
バ
ハ
レ
ー
ン

に
お
け
る
パ
ル
ミ
ラ
人
の
存
在
を
研
究
す

べ
く
二
〇
一
七
年
よ
り
調
査
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

バ
ハ
レ
ー
ン
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾
の
ア
ラ

ビ
ア
半
島
東
岸
沖
に
浮
か
ぶ
ほ
ぼ
東
京
二

三
区
の
広
さ
の
本
島
と
三
二
の
島
か
ら
な

る
。
人
の
居
住
は
、
新
石
器
時
代
（
Ｂ
Ｃ

二
五
〇
〇
年
以
前
）
に
始
ま
り
、
そ
れ
以

降
、
豊
富
な
水
、
地
理
的
優
位
性
を
生
か

し
た
海
上
交
易
を
基
盤
と
し
て
綿
々
と
続

い
て
い
る
。
特
に
Ｂ
Ｃ
二
五
〇
〇
年
頃
〜

Ｂ
Ｃ
三
〇
〇
年
に
は
、
海
上
交
易
を
巧
み

に
利
用
し
、
経
済
基
盤
を
築
き
上
げ
た 

デ
ィ
ル
ム
ン
文
化
が
栄
え
、
約
一
七
万
基

も
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
（Lom

bard 
&

A
lsendi 2000

）。
そ
の
最
盛
期
に
は
、

大
規
模
な
墳
丘
を
有
す
る
王
墓
と
呼
ば
れ

る
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。
次
の
テ
ィ

ロ
ス
文
化
（
Ｂ
Ｃ
三
〇
〇
年
～
Ａ
Ｄ
六
〇

〇
年
）
で
は
、
墳
丘
や
埋
葬
施
設
の
形
態

は
前
文
化
と
は
全
く
異
な
る
が
、
古
墳
は

引
き
続
き
築
造
さ
れ
た
。
し
か
し
、
七
世

紀
中
頃
の
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
が
バ
ハ
レ
ー

ン
に
浸
透
す
る
頃
に
は
、
古
墳
は
築
造
さ

れ
な
く
な
っ
た
。

二
．
研
究
の
目
的
と
方
法

　

テ
ィ
ロ
ス
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王

東
征
中
の
Ｂ
Ｃ
三
二
五
年
〜
Ｂ
Ｃ
三
二
四

年
に
ギ
リ
シ
ャ
世
界
に
名
を
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
パ
ル
ミ
ラ
碑
文
に
よ
る
と
、

パ
ル
ミ
ラ
人
は
、
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
河
口
域
の
パ
ル
テ
ィ
ア
支
配
下
の

カ
ラ
ケ
ネ
国
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
カ

ラ
ケ
ネ
国
の
カ
ラ
ク
ス
に
拠
点
を
置
き
、

ク
シ
ャ
ン
朝
支
配
下
の
イ
ン
ダ
ス
川
河
口

の
バ
ル
バ
リ
コ
ン
と
の
交
易
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
（
図
１
）、
そ
の
旅
程
に

テ
ィ
ロ
ス
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（Seland 2014

）。
ま
た
、
Ａ
Ｄ
一
三

一
年
の
パ
ル
ミ
ラ
の
顕
彰
碑
文
に
パ
ル
ミ

ラ
人
の
ヤ
ル
ハ
イ
（Y

arhai

）
が
カ
ラ
ケ

ネ
を
背
景
に
テ
ィ
ロ
ス
の
大
守
（satrap

）

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て

い
る
（Gregoratti 2019

）。
こ
の
よ
う
に

パ
ル
ミ
ラ
碑
文
か
ら
、パ
ル
ミ
ラ
人
が
テ
ィ

ロ
ス
社
会
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
テ
ィ
ロ
ス
の
古
墳
の

発
掘
調
査
を
通
し
て
被
葬
者
集
団
の
属
性

（
葬
制
：
埋
葬
方
法
、
副
葬
品
の
種
類
、
副

葬
品
配
置
）
と
被
葬
者
個
々
の
属
性
（
身

体
的
特
性
：
性
別
、
年
齢
、
身
長
、
病
理
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
等
、
食
性
：
低
年
齢
時
の
食
環
境
、

社
会
的
特
性
：
棺
規
模
と
副
葬
品
の
種
類

に
集
団
内
地
位
）
を
抽
出
し
、
テ
ィ
ロ
ス

社
会
の
パ
ル
ミ
ラ
人
を
含
め
た
人
々
の
多

様
性
の
有
無
を
探
る
こ
と
に
し
た
。
特
に

人
骨
の
理
化
学
的
分
析
で
は
、
出
土
人
骨

の
歯
の
フ
ッ
素
含
有
量
分
析
、
炭
素
・
窒

素
・
酸
素
・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
同
位
体
分
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析
が
人
の
移
動
を
探
る
絶
好
の
手
段
と
考

え
て
い
る
。

三
．�
バ
ハ
レ
ー
ン
・
テ
ィ
ロ
ス
文
化
の
古

墳
の
特
徴

　

テ
ィ
ロ
ス
の
古
墳
群
は
、
本
島
北
岸
沿

い
に
一
三
カ
所
余
り
形
成
さ
れ
て
い
る
。

外
観
上
は
、
数
基
か
ら
数
一
〇
基
で
古
墳

群
を
形
成
す
る
。Salm

an 
と A

ndersen 

（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る
と
、
デ
ィ
ル
ム
ン
と

異
な
り
テ
ィ
ロ
ス
の
古
墳
は
墳
丘
が
低
く

直
径
数
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
中
に
は
貼

石
が
施
さ
れ
た
墳
丘
が
他
の
墳
丘
と
重
な

り
な
が
ら
、
多
い
場
合
に
は
二
〇
〇
基
が

築
造
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
集
合
体
と
し
て
、

大
規
模
で
不
定
形
な
墳
丘
が
形
成
さ
れ
る
。

大
規
模
な
墳
丘
は
、
直
径
約
六
〇
〜
七
〇

ｍ
、
高
さ
約
五
ｍ
に
も
な
る
。
埋
葬
施
設

は
一
小
墳
丘
に
一
つ
で
、
漆
喰
棺
が
一
般

的
で
あ
る
。
漆
喰
棺
は
、
両
拳
大
の
石
材

に
漆
喰
を
挟
み
な
が
ら
四
壁
を
積
み
上
げ
、

棺
内
面
に
漆
喰
を
塗
り
仕
上
げ
る
。
床
面

に
も
漆
喰
が
塗
布
さ
れ
る
。
棺
を
積
み
上

げ
て
い
く
際
に
は
、
棺
壁
の
裏
側
に
土
砂

が
積
ま
れ
、
同
時
に
墳
丘
も
造
ら
れ
て
い

く
。
最
後
に
数
石
か
ら
な
る
蓋
石
が
棺
上

に
横
架
さ
れ
、
そ
の
隙
間
は
漆
喰
と
礫
で

塞
が
れ
、
盛
土
・
貼
石
が
施
さ
れ
る
。
大

規
模
墳
丘
内
で
の
小
墳
丘
の
配
置
は
棺
の

位
置
で
分
か
る
が
、
テ
ィ
ロ
ス
後
半
期
に

は
中
央
の
棺
を
中
心
と
し
て
同
心
円
状
も

し
く
は
渦
巻
き
状
に
裾
へ
広
が
る
よ
う
多

数
の
棺
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
基
の
墳

丘
に
は
三
〇
〜
二
〇
〇
の
棺
が
設
け
ら
れ

る
。
一
棺
へ
の
埋
葬
は
、
基
本
的
に
単
葬

で
あ
る
が
、
中
に
は
一
棺
に
複
数
体
葬
ら

れ
た
も
の
も
あ
る
。
小
墳
丘
の
重
な
り
に

よ
る
集
団
墓
と
さ
れ
た
大
規
模
墳
丘
に
は
、

テ
ィ
ロ
ス
社
会
の
実
態
や
他
地
域
か
ら
の

移
入
者
の
存
在
を
知
る
答
え
が
存
在
す
る

と
考
え
る
。

四
．
マ
カ
バ
古
墳
群
第
一
号
墳
の
調
査

　

調
査
地
は
、
バ
ハ
レ
ー
ン
文
化
遺
産
局

と
協
議
し
、
マ
カ
バ
古
墳
群
と
な
っ
た
。

マ
カ
バ
古
墳
群
は
、
東
西
に
走
る
幹
線
ブ

ダ
イ
ヤ
道
路
の
南
に
取
付
く
南
北
道
路
に

よ
っ
て
東
西
区
に
分
れ
る
が
、
西
区
中
央

の
最
も
大
き
な
第
一
号
墳
を
発
掘
調
査
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
墳
群
全
体
の
三
次

元
計
測
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
撮
影
を
二
〇
一
七
年

二
月
に
実
施
し
た
（
図
２
・
３
）。

　

マ
カ
バ
第
一
号
墳
は
、
直
径
約
六
〇
ｍ
、

高
さ
約
二
・
五
ｍ
の
円
墳
状
の
古
墳
で
あ

る
。
二
〇
一
七
年
度
は
、
墳
丘
を
四
分
割

し
、
十
字
の
試
掘
溝
を
設
け
（
図
４
）、
南

東
地
区
（
Ｓ
Ｅ
）
を
中
心
に
二
〇
一
七
年

一
〇
月
二
五
日
か
ら
一
二
月
九
日
ま
で
調

査
し
、
二
カ
所
の
漆
喰
棺
（
Ｆ
－
二
二
、

Ｆ
－
二
七
）
を
完
掘
し
た
。
二
〇
一
八
年

度
は
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
か
ら
一

二
月
三
日
ま
で
一
号
墳
の
南
東
地
区
（
Ｓ

Ｅ
）
で
四
カ
所
の
漆
喰
棺
（
Ｆ
－
一
七
、

Ｆ
－
三
三
、
Ｆ
－
五
七
、
Ｆ
－
六
〇
）
と

北
東
地
区
（
Ｎ
Ｅ
）
で
二
カ
所
の
漆
喰
棺

（
Ｆ
－
二
八
、
Ｆ
－
四
七
）
を
発
掘
調
査
し

た
。
二
〇
一
九
年
度
は
、
二
〇
一
九
年
一

〇
月
二
九
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で
Ｓ
Ｅ

地
区
を
中
心
に
二
〇
一
八
年
度
に
検
出
し

た
Ｆ
－
五
六
を
含
め
Ｆ
－
六
二
、
Ｆ
－
六

三
、
Ｆ
－
六
四
の
四
基
を
完
掘
し
た
（
図

５
・
６
）。

Ａ
．
二
〇
一
七
年
度
調
査

Ｆ
－
二
二
：
墳
丘
東
側
裾
の
墳
丘
下
約
二

〇
㎝
に
あ
る
北
東
―
南
西
軸
の
漆
喰
棺
、

全
長
一
八
五
㎝
、
幅
五
五
㎝
、
深
さ
七
〇

㎝
、
四
壁
に
黒
漆
喰
、
床
面
に
白
漆
喰
を

塗
布
。
棺
内
は
盗
掘
が
激
し
く
、
人
骨
は

粉
々
、
頭
骨
、
大
腿
骨
、
踵
骨
、
指
等
の

細
片
と
施
釉
陶
器
片
、
青
銅
器
片
を
検
出
。

Ｆ
－
二
七
：
墳
丘
西
南
裾
の
墳
丘
下
約
二

〇
㎝
に
あ
る
北
東
―
南
西
軸
の
漆
喰
棺
、

全
長
二
一
〇
㎝
、
幅
六
〇
㎝
、
現
状
の
深

さ
五
〇
㎝
（
復
元
の
深
さ
約
一
一
〇
㎝
）。
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四
壁
は
黒
漆
喰
、
床
面
は
白
漆
喰
を
塗
布
。

人
骨
は
床
面
に
頭
骨
片
、
四
肢
長
骨
片
を

検
出
。
撹
乱
土
内
か
ら
骨
製
ピ
ン
の
頭
部

を
検
出
。

Ｂ
．
二
〇
一
八
年
度
調
査

Ｓ
Ｅ
区

Ｆ
－
一
七
：
Ｆ
－
二
七
の
北
東
の
北
東
―

南
西
軸
の
漆
喰
棺
、
南
西
小
口
以
外
す
べ

て
破
壊
。
全
長
約
二
〇
四
㎝
、
幅
七
三
㎝
、

現
状
の
深
さ
五
八
㎝
。
四
壁
は
黒
漆
喰
、

床
面
は
白
漆
喰
を
塗
布
。
こ
の
棺
に
は
、

今
ま
で
類
例
の
な
い
仕
切
り
が
存
在
し
た
。

仕
切
り
は
棺
小
口
か
ら
二
一
㎝
に
位
置
し
、

仕
切
り
内
床
面
か
ら
完
形
ガ
ラ
ス
瓶
二
点

が
出
土
（
図
７
）。
盗
掘
が
激
し
く
、
人
骨

は
肋
骨
の
細
片
を
検
出
。

Ｆ
－
三
三
（
図
８
）：
Ｓ
Ｅ
区
南
東
裾
の
南

北
北
東
―
南
西
軸
の
漆
喰
棺
、
全
長
一
七

八
㎝
、
幅
約
五
〇
㎝
、
深
さ
四
四
㎝
。
四

壁
に
黒
漆
喰
、
床
面
に
白
漆
喰
を
塗
布
。

蓋
石
は
撤
去
さ
れ
、
棺
内
は
撹
乱
さ
れ
て

い
た
が
、
人
骨
と
副
葬
品
は
遺
存
。
人
骨

は
四
体
で
、
埋
葬
さ
れ
た
三
体
と
流
入
し

た
一
体
の
小
片
。
埋
葬
の
三
体
は
北
北
東

頭
位
の
大
人
二
体
、
南
南
西
頭
位
の
子
供

一
体
。
人
骨
の
遺
存
状
況
か
ら
三
体
は
同

時
埋
葬
。
人
骨
は
、
交
連
状
況
が
な
く
遺

体
に
副
葬
品
を
伴
う
が
、
ど
の
人
骨
に
何

が
伴
う
か
は
不
明
確
。
二
体
の
大
人
の
腹

部
か
ら
水
差
形
土
器
が
出
土
。
こ
の
地
域

で
は
珍
し
い
赤
褐
色
土
器
で
、
Ａ
Ｄ
三
世

紀
頃
と
若
干
新
し
い
。
棺
中
央
か
ら
西
壁

に
瀝
青
で
固
め
ら
れ
た
編
物
（
籠
）
が
数

点
出
土
。
他
の
遺
物
に
は
棺
中
央
北
よ
り

で
小
型
青
銅
製
ピ
ン
二
点
、紡
錘
車
一
点
、

円
柱
状
小
型
青
銅
製
品
（
編
物
の
留
め
金

具
？
）
一
点
、
青
銅
製
コ
イ
ン
二
点
が
出

土
。

Ｆ
－
五
七
：
Ｆ
－
五
六
の
東
側
に
接
す

る
北
東
―
南
西
軸
の
漆
喰
棺
。
蓋
石
は

移
動
。
棺
は
全
長
一
九
六
㎝
、
幅
五
七

㎝
、
深
さ
五
八
㎝
。
四
壁
は
黒
漆
喰
、

床
面
は
白
漆
喰
を
塗
布
。
盗
掘
に
よ
り
副

葬
品
は
な
い
。
人
骨
を
数
片
検
出
。

Ｆ
－
六
〇
（
図
９
）：
Ｆ
－
二
七
の
西
側
の

未
盗
掘
の
東
西
軸
の
漆
喰
棺
、
二
枚
の
蓋

石
が
横
架
。
全
長
一
〇
三
㎝
、
幅
五
九
㎝
、

深
さ
六
六
㎝
。
四
壁
は
黒
漆
喰
、
棺
底
は

白
漆
喰
が
棺
台
状
に
塗
布
。
そ
の
上
に
は

頭
位
東
の
幼
児
を
仰
臥
伸
展
で
埋
葬
。
幼

児
は
、
多
く
の
装
身
具
を
装
着
、
首
に
ガ

ラ
ス
玉
、
紅
玉
髄
玉
、
石
英
の
首
飾
り
、
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図５　マカバ第１号墳 遺構配置図

図６　マカバ第１号墳 南東区遺構（北西から）

図８　F-33 人骨出土状況
（北から）

図７　F-17 出土ガラス瓶



両
腕
に
ガ
ラ
ス
玉
の
手
玉
、
両
足
首
に
青

銅
製
足
輪
、
右
足
首
に
ガ
ラ
ス
玉
の
足
輪

を
着
装
。
胸
部
か
ら
着
衣
を
留
め
た
鉄
製

ピ
ン
、
遺
体
右
側
か
ら
青
銅
製
ピ
ン
が
出

土
。

Ｎ
Ｅ
区

Ｆ
－
二
八
：
Ｎ
Ｅ
区
東
裾
部
の
南
北
軸
の

漆
喰
棺
は
、
全
長
二
一
一
㎝
、
幅
五
八
㎝
、

深
さ
一
〇
三
㎝
で
、
蓋
石
は
な
く
、
棺
両

側
壁
、
両
小
口
壁
は
破
壊
。
棺
壁
は
黒
漆

喰
、
床
面
は
白
漆
喰
を
塗
布
。
棺
内
は
撹

乱
、
南
頭
位
の
仰
臥
伸
展
の
大
人
一
体
の

全
身
骨
が
出
土
。
頭
部
は
、
埋
葬
後
動
か

さ
れ
て
い
た
が
、
他
の
部
位
は
交
連
状
態

で
埋
葬
時
の
ま
ま
を
確
認
。
遺
体
に
は
青

銅
製
ベ
ル
一
点
、
骨
製
紡
錘
車
二
点
が
共

伴
し
た
が
、
正
確
な
位
置
は
不
明
。

Ｆ
－
四
七
：
墳
頂
中
心
よ
り
北
東
約
三
ｍ
、

表
土
下
約
一
〇
㎝
に
あ
る
南
西
―
東
北
軸

の
全
長
九
二
㎝
、
幅
四
五
㎝
、
深
さ
五
四

㎝
の
漆
喰
棺
、
盗
掘
を
受
け
、
蓋
石
は
な

い
。
四
壁
は
黒
漆
喰
を
塗
布
。
棺
の
規
模

か
ら
子
供
を
埋
葬
。
人
骨
、
副
葬
品
は
な

い
。

Ｃ
．
二
〇
一
九
年
度
調
査

Ｆ
－
五
六
：
墳
頂
下
約
一
．
五
ｍ
に
あ
る

東
西
軸
の
漆
喰
棺
、
二
枚
の
大
型
蓋
石
を

横
架
、
中
央
や
や
西
に
施
釉
陶
器
の
碗
を

横
倒
の
状
態
で
検
出
。
碗
内
に
は
魚
骨
を

含
む
灰
が
存
在
。
棺
の
北
側
中
央
側
面
、

蓋
石
の
合
せ
目
に
盗
掘
坑
が
存
在
。
棺
の

漆
喰
面
は
全
長
二
八
一
㎝
、
幅
一
三
二
㎝
、

厚
さ
八
㎝
、
南
側
面
の
中
央
東
よ
り
に
漆

喰
の
半
円
形
の
張
り
出
し
が
あ
り
、
そ
の

中
央
に
径
一
七
㎝
、
深
さ
六
㎝
の
円
形
の

窪
み
が
存
在
、
形
状
は
パ
ル
ミ
ラ
の
墓
室

の
水
鉢
の
よ
う
で
あ
る
。
棺
は
全
長
二
四

〇
㎝
、
幅
六
五
㎝
、
深
さ
九
〇
㎝
、
棺
内

面
は
灰
黒
色
の
漆
喰
が
塗
布
。
盗
掘
の
棺

床
面
に
遺
存
状
況
の
良
い
人
骨
が
存
在
。

人
骨
は
動
い
て
い
た
が
、
頭
骨
は
西
側
棺

小
口
に
、
上
半
身
骨
が
棺
中
央
よ
り
西
側
、

下
半
身
部
が
東
側
、
骨
盤
か
ら
大
腿
骨
は

遺
体
の
埋
葬
状
況
を
良
く
残
し
て
い
た
。

人
骨
は
、
現
段
階
で
は
若
年
か
ら
成
人
の

男
性
。
棺
内
に
副
葬
品
は
な
く
、
遺
体
の

埋
葬
時
期
は
、
施
釉
碗
か
ら
Ｂ
Ｃ
五
〇
〜

Ａ
Ｄ
五
〇
頃
で
あ
る （Soren 2007

）。

Ｆ
－
六
二
（
図
10
）：
Ｆ
－
五
六
の
北
西
に

接
す
る
北
西
―
南
東
軸
の
漆
喰
棺
。
蓋
石

は
三
石
。
南
側
蓋
石
の
中
央
側
面
に
盗
掘

坑
が
存
在
。
棺
身
北
東
隅
上
に
施
釉
陶
器

碗
が
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
。
碗
内
に

は
何
も
な
か
っ
た
。
棺
は
全
長
二
一
二
㎝
、

幅
六
八
㎝
、
深
さ
七
九
㎝
、
棺
内
は
盗
掘

の
た
め
僅
か
な
骨
片
が
遺
存
。
棺
の
時
期

は
、
施
釉
碗
か
ら
Ｂ
Ｃ
五
〇
〜
Ａ
Ｄ
五
〇

頃
で
あ
る （Soren 2007

）。

Ｆ
－
六
三
（
図
11
・
12
）：
Ｆ
－
五
六
の
北

東
に
あ
る
北
東
－
南
西
軸
の
未
盗
掘
の
漆

喰
棺
。
蓋
石
は
三
石
、
中
央
や
や
東
側
に

施
釉
陶
器
碗
が
伏
せ
ら
れ
た
状
態
で
出
土
。

碗
内
部
に
黒
灰
色
の
灰
が
残
存
。
棺
は
全

長
二
〇
九
㎝
、
幅
六
五
㎝
、
深
さ
九
〇
㎝
、

棺
内
は
、
人
骨
の
上
に
有
機
質
と
埃
だ
け

が
残
存
。
有
機
質
は
幅
約
三
㎝
の
細
片
を

合
わ
せ
た
も
の
で
、
遺
体
へ
の
被
せ
物
。

四
壁
は
黒
漆
喰
を
塗
布
。
遺
体
は
全
長
一

七
二
㎝
、
幅
四
八
㎝
、
高
さ
五
㎝
の
白
漆

喰
の
棺
台
の
上
に
仰
向
け
に
埋
葬
。
人
骨

は
全
身
が
粉
の
状
態
で
あ
っ
た
。
頭
骨
と

棺
北
東
隅
の
間
に
二
点
の
重
ね
ら
れ
た
施

釉
陶
器
碗
が
出
土
し
た
。

　

他
に
遺
体
に
伴
う
副
葬
品
と
し
て
、
遺

体
の
口
の
中
に
小
銀
貨
一
枚
、
左
手
甲
付

近
に
皮
袋
入
り
十
二
枚
の
コ
イ
ン
（
銀
貨

七
枚
、
銅
貨
五
枚
）
と
鉄
製
装
飾
付
銀
製

指
輪
が
出
土
。
銅
貨
は
、
直
径
一
㎝
で
ロ
ー

マ
の
最
小
単
位
の
銅
貨
ク
ァ
ド
ラ
ン
ス
と

思
わ
れ
る
。
テ
ィ
ロ
ス
期
の
墓
か
ら
硬
貨

が
出
土
し
た
例
は
少
な
く
、
袋
に
入
れ
ら

れ
、
遺
体
に
伴
っ
た
の
は
今
回
が
初
例
で

あ
る
。
し
か
し
、
全
て
の
硬
貨
の
図
像
や

文
字
は
錆
に
よ
り
確
認
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
漆
喰
棺
の
時
期
は
、
二
カ
所
か
ら
出

土
し
た
施
釉
陶
器
か
ら
Ｂ
Ｃ
五
〇
〜
Ａ
Ｄ

五
〇
頃
で
あ
る （Soren 2007

）。

Ｆ
－
六
四
（
図
13
）：
南
西
裾
部
の
Ｆ
－
三

三
に
棺
壁
が
接
す
る
。
二
〇
一
九
年
Ｆ
－

三
三
の
断
ち
割
り
に
よ
っ
て
棺
南
小
口
外

側
に
貼
り
石
と
そ
の
裾
部
上
に
漆
喰
棺
を

検
出
。
Ｆ
－
六
四
は
径
約
四
ｍ
の
Ｆ
－
三

三
の
構
築
後
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
棺
は
盗
掘
の
た
め
蓋
石
は
な
い
。
棺
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図９　F-60 人骨全景（北から）

図 10　F-62 碗出土状況（北東から）



は
東
西
軸
の
漆
喰
棺
、
全
長
九
五
㎝
、
幅

七
〇
㎝
、
深
さ
三
六
㎝
。
棺
内
の
撹
乱
土

か
ら
施
釉
陶
器
片
が
出
土
。
ま
た
棺
内
の

東
壁
を
除
く
各
棺
壁
沿
い
か
ら
真
珠
貝
一

〇
点
が
出
土
。
真
珠
貝
は
最
大
が
一
一
㎝
、

最
小
が
四
㎝
。
こ
の
棺
は
、
規
模
か
ら
子

供
用
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
ま
と
め

  

マ
カ
バ
第
一
号
墳
は
、
漆
喰
棺
を
埋
葬

施
設
と
す
る
直
径
四
ｍ
余
り
の
小
墳
丘
墓

の
集
合
体
で
あ
る
。
そ
の
小
墳
丘
に
は
外

部
施
設
と
し
て
Ｆ
－
三
三
の
よ
う
に
貼
り

石
が
認
め
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
全
て

の
棺
に
施
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

Ｆ
－
五
六
か
ら
パ
ル
ミ
ラ
に
類
す
る
漆
喰

製
の
水
鉢
状
施
設
を
確
認
し
た
が
、
そ
の

施
設
が
偶
然
の
産
物
か
否
か
、
今
後
の
発

掘
に
か
か
っ
て
い
る
。
Ｆ
－
一
七
で
は
棺

の
内
部
構
造
に
お
い
て
は
従
来
確
認
さ
れ

て
い
な
い
仕
切
り
を
検
出
し
、
そ
の
仕
切

り
内
の
完
形
の
ガ
ラ
ス
瓶
二
点
は
、
今
後
、

副
葬
品
の
配
置
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
他
に
副
葬
品
の
特
徴
的
な
棺
は
Ｆ
－

三
三
で
あ
る
。
こ
の
棺
か
ら
出
土
し
た
赤

褐
色
を
呈
し
た
水
差
は
、
当
地
域
で
は
珍

し
い
土
器
で
あ
り
、
時
期
は
Ａ
Ｄ
三
世
紀

前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
の
出
土
品
と

し
て
は
新
し
く
、
こ
の
古
墳
群
の
築
造
期

間
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
こ

の
棺
か
ら
は
銅
貨
二
点
が
出
土
し
、
Ｆ
－

六
三
と
同
様
に
二
体
の
大
人
の
口
の
中
に

入
れ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
副
葬
状
態
は
、

テ
ィ
ロ
ス
の
葬
制
の
一
端
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
る
。

　

テ
ィ
ロ
ス
期
の
特
徴
的
な
古
墳
の
葬
送

行
為
と
し
て
は
、
棺
上
へ
の
土
器
の
供
献

が
あ
る
。
天
井
石
が
遺
存
し
た
Ｆ
－
五
六
、

Ｆ
－
六
二
、
Ｆ
－
六
三
か
ら
完
形
の
施
釉

陶
器
碗
が
各
一
点
発
見
さ
れ
た
。碗
は
ひ
っ

く
り
返
し
て
置
か
れ
た
り
、
碗
の
正
位
置

を
保
っ
て
置
か
れ
た
り
し
て
い
た
。
碗
内

に
は
魚
骨
の
混
じ
っ
た
灰
が
入
っ
て
い
た

り
、
何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
供
献

状
況
も
異
な
る
。
土
器
の
供
献
は
従
来
の

調
査
で
多
く
の
検
出
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
典
型
的
な
テ
ィ
ロ
ス
期
の
葬

送
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
仔
細
は
不
明
で

あ
り
、
今
後
、
多
角
的
な
分
析
が
必
要
で

あ
る
。

　

他
の
副
葬
品
は
、
盗
掘
の
た
め
に
ほ
と

ん
ど
が
持
ち
去
ら
れ
て
い
る
。
Ｆ
－
六
四

は
盗
掘
を
受
け
て
い
た
が
、
子
供
を
葬
っ

た
と
思
わ
れ
、
棺
内
か
ら
一
〇
枚
の
真
珠

貝
が
出
土
し
た
。
既
往
の
発
掘
例
か
ら
真

珠
貝
と
子
供
が
テ
ィ
ロ
ス
期
に
は
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
本
事
例
は
、
そ
の
中
で

も
最
も
多
く
の
貝
を
納
め
た
墓
で
あ
る
。

　

Ｆ
－
六
〇
は
子
供
を
埋
葬
し
た
未
盗
掘

墓
で
あ
り
、
首
飾
り
・
腕
輪
・
足
輪
な
ど

多
く
の
装
身
具
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
子

供
の
性
別
を
判
別
す
る
の
は
難
し
い
が
、

パ
ル
ミ
ラ
で
は
、
装
身
具
を
身
に
つ
け
た

子
供
は
女
性
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
な
こ

と
か
ら
、
Ｆ
－
六
〇
は
女
児
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

Ｆ
－
五
六
と
Ｆ
－
六
三
か
ら
出
土
し
た

人
骨
の
歯
エ
ナ
メ
ル
質
の
予
備
的
同
位
体

分
析
に
よ
り
、
同
一
古
墳
の
異
な
る
二
カ

所
の
棺
で
検
出
し
た
被
葬
者
が
食
性
と
幼

少
期
の
居
住
地
域
が
異
な
っ
て
い
た
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
（
西
藤
・
板
橋 

二
〇

二
〇
）。
今
後
、
人
骨
の
形
態
的
特
質
や
各

種
同
位
体
分
析
の
結
果
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
第
一
号
墳
の
被
葬
者
の
多
様
性

が
明
ら
か
に
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

我
々
の
目
的
と
す
る
パ
ル
ミ
ラ
人
の
痕

跡
を
探
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ま
だ

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
段
階
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
現
地
で
の
調
査
を
重
ね
る
と
と

も
に
バ
ハ
レ
ー
ン
以
外
の
湾
岸
諸
国
に
お

け
る
テ
ィ
ロ
ス
期
の
墓
と
の
比
較
を
行
い
、
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図11　F-63人骨出土状況（東から）

図12　F-63コインと指輪出土状況（左手）

図13　F-64真珠貝出土状況（東から）



一
．
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
夏
季
に
実
施
し

た
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
ナ
リ
ン
州
に
所
在
す

る
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
１
・
２
遺
跡
（
図
１
）

に
お
け
る
遺
跡
探
査
の
報
告
で
あ
る
。
調

査
は
二
〇
二
二
年
八
月
九
日
か
ら
十
二
日

の
計
四
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
。

二
．
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
１
・
２
遺
跡

　

モ
ル
・
ブ
ラ
ク
１
・
２
遺
跡
の
所
在
す

る
現
在
の
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
ナ
リ
ン
市
は
、

天
山
山
脈
中
央
部
を
東
西
に
流
れ
る
シ
ル

ダ
リ
ヤ
川
の
最
上
流
部
で
あ
る
ナ
リ
ン
川

に
沿
っ
て
拓
か
れ
て
き
た
街
で
あ
る
。
市

街
地
の
南
方
に
は
ナ
リ
ン
・
ト
ー
山
地
が

広
が
り
、
そ
の
山
地
か
ら
は
モ
ル
・
ブ
ラ

ク
と
呼
ば
れ
る
沢
が
ナ
リ
ン
川
に
流
れ
込

む
。
宿
舎
の
あ
る
市
街
地
か
ら
こ
の
渓
谷

沿
い
に
約
二
㎞
山
岳
地
を
歩
き
、
渓
谷
か

ら
東
に
二
〇
〇
ｍ
ほ
ど
急
斜
面
を
登
っ
た

標
高
二
四
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、
モ

ル
・
ブ
ラ
ク
１
・
２
遺
跡
の
所
在
す
る
小

盆
地
状
の
平
坦
地
が
眼
前
に
広
が
る
（
図

２
）。
現
在
、
遺
跡
周
辺
は
季
節
的
な
放
牧

地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
本
期
間
中
も
、
ヒ

ツ
ジ
・
ヤ
ギ
・
ウ
マ
が
の
び
の
び
と
草
を

食
ん
で
い
る
様
子
を
尻
目
に
調
査
を
お
こ

な
っ
た
。

　

モ
ル
・
ブ
ラ
ク
各
遺
跡
の
考
古
学
調
査

は
二
〇
一
六
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
モ
ル
・

ブ
ラ
ク
１
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
紀
元

前
二
〇
〇
〇
年
頃
か
ら
紀
元
後
三
五
〇
年

頃
ま
で
の
、
中
期
青
銅
器
時
代
、
後
期
青

銅
器
～
初
期
鉄
器
時
代
、
サ
カ
時
代
、
烏

孫
時
代
ま
で
の
四
時
期
の
堆
積
層
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
第
二
期
の
後
期
青
銅
器
時

代
～
初
期
鉄
器
時
代
頃
に
は
家
畜
化
さ
れ

た
ヤ
ギ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ウ
シ
、
ウ
マ
、
栽
培

化
さ
れ
た
コ
ム
ギ
と
オ
オ
ム
ギ
が
出
土
し
、

第
三
期
の
サ
カ
時
代
に
は
遺
構
や
遺
跡
利

用
の
証
拠
が
顕
在
化
し
、
遺
跡
南
方
で
は

墓
域
も
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

ら
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
考
古
学
的
証
拠
か

ら
、モ
ル
・
ブ
ラ
ク
遺
跡
は
季
節
的
な
キ
ャ

ン
プ
地
と
し
て
の
利
用
を
経
た
の
ち
に
、

通
年
の
居
住
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
各
遺

跡
に
お
け
る
調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

あ
り
、
考
古
学
的
資
料
は
限
ら
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
性
格
の
通
時
的
な
変
遷
が
解
明
さ

れ
つ
つ
あ
る
一
方
で
、
遺
跡
の
全
体
像
は

目
的
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
文
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
『
基

盤
研
究
（
Ａ
）（
海
外
学
術
調
査
）「
バ
ハ

レ
ー
ン
・
テ
ィ
ロ
ス
文
化
に
見
る
シ
リ
ア
・

パ
ル
ミ
ラ
の
人
と
文
化
の
影
響
に
関
わ
る

総
合
的
研
究
」（
課
題
番
号JP16H

02725

）

（
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
二
〇
年
度
）』
の

成
果
で
あ
る
。
調
査
は
バ
ハ
レ
ー
ン
文
化

省
考
古
遺
産
局D

r.M
oham

m
ed 

A
l 

K
halifa, 

D
r.Pierre 

Lom
bard, 

D
r.Salm

an A
lm

ahari, M
r.A

li H
assn

氏
、
他
の
遺
産
局
職
員
の
多
大
な
る
協
力

の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
の
意
を
表
す
。
古

墳
の
三
次
元
計
測
は
（
株
）
ア
コ
ー
ド
、

古
墳
群
の
ド
ロ
ー
ン
撮
影
と
画
像
の
三
次

元
化
は
中
部
大
学
渡
部
展
也
教
授
の
多
大

な
る
協
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表

す
。
最
後
に
文
化
省
考
古
遺
産
局
職
員
で
、

我
々
調
査
団
の
良
き
友
人
で
あ
っ
たK

halil-
A

lhadad

氏
が
昨
年Covid-19

の
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
に
哀
悼
の
意
を
表
す
。
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明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
遺
跡
の
平
面

規
模
も
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
モ
ル
・

ブ
ラ
ク
２
遺
跡
の
東
端
と
想
定
さ
れ
る
小

盆
地
の
尾
根
の
切
れ
目
周
辺
の
地
表
面
に

は
石
組
遺
構
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
石
材

が
点
在
し
て
お
り
、
現
地
表
面
か
ら
確
認

で
き
る
形
態
か
ら
、
家
屋
の
基
礎
・
水
利

施
設
・
墳
丘
な
ど
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
実
態
も
不
明
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
遺
跡
の
面
的
調
査
・

研
究
に
よ
り
遺
跡
の
性
格
を
よ
り
正
確
に

解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
遺
跡
の
遺
構
分
布
お
よ
び
一
部

地
表
面
に
露
出
す
る
石
組
の
遺
構
プ
ラ
ン

の
把
握
を
目
的
に
、
今
回
の
地
中
探
査
を

実
施
し
た
。

三
．
探
査
方
法

　

調
査
に
は
、
非
破
壊
探
査
手
法
で
あ
る

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を
用
い
た
。
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
は
、
異
な
る
物
質
間
の
境
界
面

で
生
じ
る
反
射
波
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
中
の
異
物
の
存
在
を
推
定
す
る
手

法
で
あ
る
。
土
坑
や
ピ
ッ
ト
な
ど
の
推
定

は
困
難
だ
が
、
通
年
利
用
さ
れ
る
建
物
な

ど
の
建
材
に
用
い
ら
れ
る
石
材
と
、
周
囲

の
土
壌
な
ど
の
堆
積
物
と
の
境
界
面
で
、

明
確
な
反
射
振
幅
の
差
を
測
定
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
手
法
を
選
択
し
た
。

測
線
間
隔
は
、
遺
構
分
布
を
調
査
す
る
目

的
の
箇
所
で
は
一
〇
〇
㎝
、
遺
構
プ
ラ
ン

を
推
定
す
る
目
的
の
箇
所
で
は
五
〇
㎝
と

し
た
。
測
定
範
囲
は
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
１
遺

跡
で
一
○
○
○
㎡
、
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
２
遺

跡
で
五
○
○
○
㎡
、
合
計
六
〇
〇
〇
㎡
と

な
っ
た
。
探
査
機
器
に
は Sensors 

＆ 
Softw

are 

社
製
のLM

X
200 Enhanced 

（
中
心
周
波
数250 M

H
z

）、
編
集
・
解
析

に
は
同
社 EK

K
O

_Project 

を
そ
れ
ぞ
れ

使
用
し
た
。

四
．
石
組
遺
構
の
探
査
結
果

　

本
稿
で
は
、
モ
ル
・
ブ
ラ
ク
２
遺
跡
の

石
材
点
在
地
の
探
査
結
果
と
し
て
、
そ
の

探
査
範
囲
に
お
け
る
地
表
下
深
度
二
〇
～

六
〇
㎝
お
よ
び
六
〇
～
一
〇
〇
㎝
の
疑
似

平
面
図
（
タ
イ
ム
ス
ラ
イ
ス
）
を
図
３
に
、

遺
構
で
あ
る
可
能
性
の
あ
る
反
射
を
示
す

主
な
測
線
下
の
疑
似
断
面
を
図
４
に
示
す
。

両
図
で
は
電
波
の
反
射
振
幅
が
大
き
い
箇

所
は
黒
色
、
小
さ
い
箇
所
は
白
色
で
表
し

て
い
る
。

　

ま
ず
、
Ａ
と
し
て
示
し
た
反
射
が
、
こ

の
地
点
で
主
目
的
と
し
て
い
た
地
表
面
に

散
見
さ
れ
る
石
組
に
あ
た
る
。
こ
の
石
組

は
、
内
部
は
、
二
列
構
造
の
プ
ラ
ン
を
有

し
て
い
る
よ
う
で
、
少
な
く
と
も
内
部
に

石
材
の
反
射
は
認
め
ら
れ
な
い
。
基
本
的

に
は
短
軸
三
ｍ
（
測
線
②
）、
長
軸
一
〇
ｍ

程
度
で
石
列
は
収
束
す
る
よ
う
で
（
測
線

③
・
④
）、
長
方
形
あ
る
い
は
長
楕
円
形
の

プ
ラ
ン
を
有
し
て
い
る
。
今
回
の
探
査
区

内
で
は
Ａ
を
含
め
合
計
三
基
の
同
様
の
石

組
遺
構
が
連
な
り
探
査
区
平
面
の
長
軸
方

向
に
弧
を
描
い
て
延
び
る
プ
ラ
ン
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
こ
の
遺
構
に
隣
接
し
て
、

五
ｍ
×
三
ｍ
程
度
の
平
面
規
模
を
有
す
る

遺
構
と
推
定
さ
れ
る
反
射
も
認
め
ら
れ
る

（
Ｂ
・
測
線
④
）。
位
置
的
に
は
Ａ
の
石
組

遺
構
群
と
関
連
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

堅
固
に
締
ま
っ
た
盛
土
状
の
構
造
物
で
あ

る
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
少
な
く
と
も
Ａ

と
は
異
な
る
遺
構
の
構
造
や
性
質
の
遺
構

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
一
連
の
遺
構
以
外
に
も
、
石
組
遺

構
と
考
え
ら
れ
る
反
射
が
探
査
区
内
で
一

基
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
（
Ｃ
・
測
線

⑤
）。
こ
れ
は
、
平
面
形
が
五
ｍ
四
方
の
方

形
あ
る
い
は
円
形
の
石
組
遺
構
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
。
Ａ
と
同
様
に
内
部
か
ら
は

明
確
な
石
材
の
反
射
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
Ａ
の
石
組
遺
構
の
反
射
で
は
確
認

で
き
な
い
が
、
Ｃ
に
は
石
組
の
上
部
に
盛

土
が
施
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
う
か
が
え

る
。
た
だ
し
、
Ａ
の
石
材
の
一
部
が
地
表

面
で
散
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
の
上
部

は
破
壊
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
本
来
盛
土

を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。
な

お
、
こ
の
盛
土
状
の
反
射
は
石
材
の
直
上

の
み
で
認
め
ら
れ
、
石
材
で
囲
ま
れ
た
石

組
内
部
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
明
確
な
石
材
の
利
用
が
認
め
ら

7�

図１　モル・ブラク遺跡近景（西から）

図２　遺跡周辺のオルソ画像
（早川裕弌氏提供、破線部は図３の範囲）



れ
な
い
七
×
三
ｍ
四
方
の
盛
土
で
平
坦
面

を
形
成
し
た
遺
構
の
存
在
も
う
か
が
え
る

（
Ｄ
・
測
線
①
）。
現
地
表
面
で
は
、
こ
の

遺
構
の
北
東
に
隣
接
し
て
直
径
四
〇
㎝
大

の
多
数
の
石
材
が
円
弧
状
に
配
列
さ
れ
て

い
る
（
Ｅ
）。
現
代
の
キ
ャ
ン
プ
地
設
営
の

た
め
の
転
用
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
が
一
連
の
遺
構
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
材
が
散
見
さ
れ
た

箇
所
で
は
、
石
組
遺
構
に
は
円
弧
状
に
配

列
さ
れ
た
長
方
形
あ
る
い
は
長
楕
円
形
の

三
基
の
石
組
遺
構
と
、
こ
れ
ら
と
プ
ラ
ン

の
異
な
る
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
石
組
遺

構
、
ま
た
そ
の
他
の
盛
土
状
遺
構
が
存
在

す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

　

長
楕
円
形
の
石
組
遺
構
に
つ
い
て
は
、

そ
の
プ
ラ
ン
や
配
置
か
ら
家
屋
の
基
礎
と

し
て
は
想
定
し
が
た
く
、
盆
地
の
切
れ
目

と
な
る
尾
根
の
延
長
上
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
水
利
施
設
あ
る
い
は
周
壁
な
ど
の
、

モ
ル
・
ブ
ラ
ク
２
遺
跡
と
そ
れ
以
東
を
区

画
す
る
よ
う
な
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
円
形
あ
る
い
は

方
形
の
プ
ラ
ン
を
有
す
る
石
組
遺
構
は
、

既
往
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
サ
カ
時
代

の
環
状
列
石
墓
と
類
似
し
、
こ
ち
ら
も
遺

構
平
面
中
央
部
の
盛
土
が
欠
落
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
盗
掘
を
受
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

モ
ル
・
ブ
ラ
ク
１
・
２
遺
跡
の
調
査
は

開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
か
つ
周
辺
の
同

時
期
の
発
掘
調
査
事
例
が
な
い
。
今
回
の

探
査
で
推
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン
を
有
す
る
遺

構
を
比
定
し
う
る
類
例
が
ほ
と
ん
ど
存
在

し
な
い
た
め
、
本
調
査
の
み
で
遺
構
、
遺

跡
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
遺
跡
の
発
掘

調
査
や
周
辺
調
査
と
本
探
査
結
果
を
交
互

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
さ
せ
る
こ
と
が
、

今
後
の
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
一
助

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
本
調
査
は
日
本
学
術
振
興
会
科

学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究（
Ａ
）（
一

般
）（
研
究
代
表
者
：
久
米
正
吾
、
課
題
番

号JP21H
04357

）、
学
術
変
革
領
域
研
究

（
Ａ
）・
計
画
研
究A

01

（
研
究
代
表
者
：
中

村
慎
一
、
課
題
番
号JP20H

05816

）、
同

基
金
・
若
手
研
究（
研
究
代
表
者
：
辰
巳
祐

樹
、
課
題
番
号JP21K

13147

）の
助
成
を

受
け
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
不
安
定
な
世

界
情
勢
の
な
か
で
の
調
査
の
遂
行
か
ら
本

稿
の
執
筆
に
至
る
ま
で
、
久
米
正
吾
氏（
金

沢
大
学
）、
ア
イ
ダ
・ 

ア
ブ
デ
ィ
カ
ノ
ワ

氏（
中
央
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
大
学
）、
新

井
才
二
氏（
東
京
大
学
）、早
川
裕
弌
氏（
北

海
道
大
学
）か
ら
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
、
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
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会
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図３　探査区内疑似平面図
（左：地表下 20-60㎝、右：地表下 60-100㎝）

図４　測線下疑似断面図（それぞれの測線位置は図３参照）
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測線①（矢印は図３-Dに対応）

測線②（矢印は図３-A に対応）

測線③（矢印は図３-A に対応）

測線④（矢印は図３-B に対応）

測線⑤（矢印は図３-C に対応）
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